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1　はじめに
　近年、女性の社会進出がめざましく、男女間の役割
意識の変化や、住環境の変化に伴い核家族化が進んで
いる。そして、母親を取り巻く環境も変化してきてい
る。当病棟の入院患児の家庭においても、核家族の割
合が約70％と高い比率を示している。
　子供の病気や入院は、家族にとって大きな問題とな
る。　「核家族化が多いなかでは、母親一人では、入院
児と残された兄弟、家族の心配をしながら世話するの
は、負担が大きく、到底、父親の支援なしでは無理で
ある。」と門脇氏1）は述べている。このような核家族
化の中で、家族を含めた看護を実践するにあたり、最
も患児にかかわる母親の不安はどのように表出されて
いるのか、疑問をいだいた。
　そして、我々は、母親の不安に対し、どのように対
処していけばいいのか明確にすべきであると考え、研
究を行った。
ll研究方法
1．研究対象：当病棟に入院する患児の母親52名
　　　　　　　母親の平均年齢31歳
2．調査期間：1996年11月1日～30日
3．方　法：無記名の質問用紙による留置調査
　　　　　　　回収31名（60％）
皿　結果
　アンケート集計により、「お子様と離れて暮らして
いることは不安ですか」の問いに対し（図1）「はい」
は23名（74％）　「いいえ」は8名（26％）であった。
「入院によるお子様の教育、躾への影響について心配
はありますか」の問いに対し（図2）「はい」は9名
（29％）　「いいえ」は22名71％であった。　rお子様に
御兄弟はいらっしゃいますか」の問いに対し（図3）
「はい」は20名（65％）「いいえ」は11名（35％）で
あった。　「面会中、お子様の御兄弟の面倒および、家
事手伝いをして下さる人はいますか」の問いに対し
（図4）「はい」は15名（48％）　「いいえ」は15名（48
％）無回答4％であった。「不安を内に秘あてしまう
方ですか」の問いに対しては（図5）「はい」は7名
（23％）　「いいえ」は24名（77％）であった。　「看護
〈図1＞お子様と離れて暮らしていることは不安ですか。
は　　い　74％
〈図2＞入院によるお子様の教育、躾への影響について
　　心配はありますか。
はい　29％
〈図3＞お子様に御兄弟はいらっしゃいますか。
は　い　65％
〈図4＞面会中お子様の御兄弟の面倒及び家事手伝いを
　　　して下さる人はいますか。
は　い　48％
＜図5＞不安を内に秘めてしまう方ですか。
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はい23％
無回答
〈図6＞看護婦から不安がないか聞かれたとき、答えら
　　れましたか。
は　い　61％ さ黙黙鴻％
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〈図7＞同室のお子様の御両親に不安を打ち明けたこと
　　がありますか。
は　い　52％
婦から不安がないかきかれた時、答えられたか」の問
いに対し（図6）　「はい」は19名（61％）　「いいえ」
は7名（23％）　「聞かれていない」5名（16％）であ
った。　「同室のお子様への御両親に不安を打ち明けら
れたことがありますか」の問いに対し（図7）「はい」
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〈図8＞不安を打ち明けられる人がいますか。
は　　い　94％ いいえ
6％
〈図9＞不安を打ち明けることはあなたにとってプラス
　　になりますか。
は　　い　94％ いいえ
6％
16名（52％）　「いいえ」15名（48％）　「不安を打ち明
けられる人がいますか」に対しては（図8）「はい」
29名（94％）　「いいえ」は2名（6％）前質問にて
「はい」と答えた人達に、「はいと答えた方は、それ
は誰ですか」の問いに対し、複数回答にて、夫は19名、
友人は14名、母親の両親、兄弟、姉妹は5名、同室患
児の母親は3名、医師は2名、看護婦は1名であった。
「不安を打ち明けることは、あなたにとってプラスに
なりますか」の問いに対し（図9）　「はい」は29名
（94％）　「いいえ」は2名（6％）であった。
lV．考察
　アンケートの結果から、児の入院により離れて暮ら
すことを不安に感じている母親が大半を占めている。
不安を内に秘めず77％が表出している。また、94％の
人が不安を打ち明ける相手がいると答えている。不安
の表出の対象は夫、友人、母親の両親の順であり、大
半を占めている。
　現代は、都市集中化核家族化時代ともいわれ、母親
を取り巻く環境が確実に変化してきている。当病棟も、
入院患児の家庭の71％が核家族家庭である。
　母親の経験不足、育児書の氾濫それに加えて都市に
住んでいるため育児の経験豊かな人と相談する機会に
恵まれていない。それにより、不安表出の対象はより
身近な夫、友人へと偏る傾向があると思われる。しか
し、その偏りは母親に対して悪影響を及ぼすとは断言
できない。何故ならば、94％の母親が不安を打ち明け
ることは自分にとってプラスであると回答しているか
らである。長谷川氏2）は、「不安を一人で背負うので
はなく、一緒に担ってくれる人があるという思いが、
不安から抜け出る糸口になる」と述べている。夫でも
友人でも誰かが自分の不安を聞いてくれる、理解して
くれるという思いが母親の不安や悩みを和らげ、安定
した気持ちに変容させていくのではないかと考える。
その反面、不安を医師、看護婦に表出しているとの回
答は、医師2名、看護婦1名に留まっている。このこ
とは、第一に不安表出対象は、まず身近な存在である
夫・友人にすることにより、不安が消失もしくは軽減
されている。第二に、母親と医療者とのコミュニケー
ションの不足があげられるのではないかと推察する。
　当病棟は、面会時間が15時～19時と限られていて、
準夜勤務帯がほぼその時間であるたあ、同室患児の親
同志の方が交流を持ち、お互いに不安を表出しあって
いるという結果が示すように、準夜勤務帯は、看護婦
の人数も減少し看護婦の時間的・精神的余裕がなくな
るため、母親との関わりが持ちにくいものと思われる。
　しかし、小嶋氏3）は「子供が入院中の母親側の不安
には、母親の情緒・社会性・知性及び状態像を動かす
背景等が影響を及ぼし、看護婦が母親と話し合うこと
が有効」と述べている。
　また、吉野氏4）らは「母親の不安内容は時期によっ
て異なる。発病から時間が経つにつれ、不安の大部分
は疾病の治療によって解決し、あるものは現状の受容
によって軽減する」と述べている。
　我々看護婦は、母親が不安を表出しやすい環境を作
り、入院中の児の状態や入院期間に応じて、母親の不
安の種類や内容をもっと考慮しながら共感することの
大切さを念頭におき、個別的にサポートしていかなけ
ればならないことを再認識した。
V．おわりに
　今回の研究により、母親の不安表出度を具体的に知
ることができ、我々が母親の不安に対しての対応方法
の再認識をすることができた。
　小児と母親は常に一つの単位である。我々は、家族
のいろいろな不安に対応し、家族の思いを見っあなが
ら、柔軟な対応ができ、積極的に関わりをもつ看護を
実践していきたい。
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